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 要 旨 
アルコール使用障害（AUD）を人の50%は失感情症、人づきあいの困難さと関連すると

仮説づけられている人格をもっている。失感情症、渇望、人付き合いに対する不安とアル

コール依存の重症度との関連について、アルコール依存のための認知行動療法プログラム

(CBT)に参加する254人を対象に検討した。対象者はトロント失感情症スケール（TAS-20）、
強迫的飲酒スケール（OCDS）、人づきあいに関する不安サブスケール改訂版

（RAAS-Anxiety）、アルコール使用障害に関する識別テスト（AUDIT）が実施された。 
MANOVA(手変量分散分析)の結果、失感情症をもつ人がそうでない人に比べ総lOCDS、ア

ルコールに対する強迫観念、そして強迫的飲酒衝動がと行動が有意に高かった。回帰分析

によって、人づきあいに対する不安が部分的に失感情症と渇望との関連を緩和することが

わかった。人づきあいに対する不安はアルコール依存と失感情症の人におけるアルコール

消費量を減らすことに照準をあてた治療のターゲットとなる可能性がある。 

 




